
(57)【要約】

【課題】ラグ溝内に底上げ部を設けて耐偏摩耗性を向上

すると共に、底上げ部における応力集中を緩和し、トレ

ッドゴムの疲労によるクラックの発生を抑制することを

可能にした重荷重用空気入りタイヤを提供する。

【解決手段】ラグ溝１２内に溝深さの３０～８０％の高

さとなる底上げ部１４を形成する。ここで、各底上げ部

１４にラグ溝１２の長さ方向に延びる少なくとも２本の

サイプ１５を設ける。各ブロック１３において底上げ部

１４の頂点に臨む位置に少なくとも２本のサイプ１６を

設ける。或いは、ラグ溝１２の溝幅が底上げ部１４の頂

点の位置で最大となるようにラグ溝１２のトレッド面に

対する溝壁角度を８０～９０°の範囲で連続的に変化さ

せる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ
溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 ラ グ 溝 内 に
溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 各 底 上 げ 部 に ラ グ 溝 の 長
さ 方 向 に 延 び る 少 な く と も ２ 本 の サ イ プ を 設 け た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
各 底 上 げ 部 に 配 さ れ る サ イ プ の 溝 幅 の 総 和 が 、 前 記 ラ グ 溝 の 溝 幅 の ３ ０ ％ 以 下 で あ る 請 求
項 １ に 記 載 の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 サ イ プ の 深 さ が 、 前 記 底 上 げ 部 の 高 さ の ２ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に
記 載 の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ
溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 ラ グ 溝 内 に
溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 各 ブ ロ ッ ク の 底 上 げ 部 頂
点 に 臨 む 位 置 に 少 な く と も ２ 本 の サ イ プ を 設 け た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 サ イ プ の ト レ ッ ド 面 か ら の 深 さ が 、 前 記 ラ グ 溝 の 溝 深 さ と 前 記 底 上 げ 部 の 高 さ と の 差
の ５ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ラ グ 溝 の 溝 幅 が 底 上 げ 部 頂 点 の 位 置 で 最 大 と な る よ う に 該 ラ グ 溝 の ト レ ッ ド 面 に 対 す
る 溝 壁 角 度 を ８ ０ ～ ９ ０ ° の 範 囲 で 連 続 的 に 変 化 さ せ た 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の 重
荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ
溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 ラ グ 溝 内 に
溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 ラ グ 溝 の 溝 幅 が 底 上
げ 部 頂 点 の 位 置 で 最 大 と な る よ う に 該 ラ グ 溝 の ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 を ８ ０ ～ ９ ０
° の 範 囲 で 連 続 的 に 変 化 さ せ た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に ラ グ 溝 を 有 す る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 し
、 さ ら に 詳 し く は 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ 部 を 設 け て 耐 偏 摩 耗 性 を 向 上 す る と 共 に 、 底 上 げ 部
に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る よ う に
し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に ラ グ 溝 を 備 え 、 所 謂 シ ョ ル ダ ー オ ー プ ン ラ グ タ
イ プ の ブ ロ ッ ク パ タ ー ン を 有 す る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 耐 偏 摩 耗 性 の 向 上 を
目 的 と し て ラ グ 溝 を 底 上 げ す る な ど の 手 法 が 用 い ら れ て い る 。 つ ま り 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ
部 を 設 け る と 、 ブ ロ ッ ク の 挙 動 が 抑 制 さ れ る た め 耐 偏 摩 耗 性 が 向 上 す る の で あ る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ 部 を 設 け た 場 合 、 制 駆 動 や コ ー ナ リ ン グ に よ る ブ ロ ッ ク
の 捩 じ れ に 起 因 し て 底 上 げ 部 に 応 力 が 集 中 し 、 そ の 結 果 と し て 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ
る ク ラ ッ ク が 発 生 し 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ７ １ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ 部 を 設 け て 耐 偏 摩 耗 性 を 向 上 す る と 共 に 、 底 上 げ 部 に
お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と を 可
能 に し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー
領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ 溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ
ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 ラ グ 溝 内 に 溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の
高 さ と な る 底 上 げ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 各 底 上 げ 部 に ラ グ 溝 の 長 さ 方 向 に 延 び る 少 な く と
も ２ 本 の サ イ プ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に ラ グ 溝 内 に 溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 設 け て 耐 偏 摩 耗 性 を
改 善 す る に 際 し 、 各 底 上 げ 部 に ラ グ 溝 の 長 さ 方 向 に 延 び る 少 な く と も ２ 本 の サ イ プ を 設 け
る こ と に よ り 、 底 上 げ 部 に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク
の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 構 造 に お い て 、 各 底 上 げ 部 に 配 さ れ る サ イ プ の 溝 幅 の 総 和 は ラ グ 溝 の 溝 幅 の ３ ０ ％ 以
下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 サ イ プ の 深 さ は 底 上 げ 部 の 高 さ の ２ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 上 記 目 的 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ
ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ 溝 に よ っ て 複 数 の
ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 ラ グ 溝 内 に 溝 深 さ の ３ ０ ～ ８
０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 各 ブ ロ ッ ク の 底 上 げ 部 頂 点 に 臨 む 位 置 に 少
な く と も ２ 本 の サ イ プ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に ラ グ 溝 内 に 溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 設 け て 耐 偏 摩 耗 性 を
改 善 す る に 際 し 、 各 ブ ロ ッ ク の 底 上 げ 部 頂 点 に 臨 む 位 置 に 少 な く と も ２ 本 の サ イ プ を 設 け
る こ と に よ り 、 底 上 げ 部 に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク
の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 造 に お い て 、 サ イ プ の ト レ ッ ド 面 か ら の 深 さ は ラ グ 溝 の 溝 深 さ と 底 上 げ 部 の 高 さ と
の 差 の ５ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 ラ グ 溝 の 溝 幅 が 底 上 げ 部 頂 点 の 位 置
で 最 大 と な る よ う に ラ グ 溝 の ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 を ８ ０ ～ ９ ０ ° の 範 囲 で 連 続 的
に 変 化 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 、 上 記 目 的 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ
ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ 溝 に よ っ て 複 数 の
ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 ラ グ 溝 内 に 溝 深 さ の ３ ０ ～ ８
０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 ラ グ 溝 の 溝 幅 が 底 上 げ 部 頂 点 の 位 置 で
最 大 と な る よ う に 該 ラ グ 溝 の ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 を ８ ０ ～ ９ ０ ° の 範 囲 で 連 続 的
に 変 化 さ せ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に ラ グ 溝 内 に 溝 深 さ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ の 高 さ と な る 底 上 げ 部 を 設 け て 耐 偏 摩 耗 性 を
改 善 す る に 際 し 、 ラ グ 溝 の 溝 幅 が 底 上 げ 部 頂 点 の 位 置 で 最 大 と な る よ う に ラ グ 溝 の ト レ ッ
ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 を ８ ０ ～ ９ ０ ° の 範 囲 で 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 底 上 げ 部
に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と が
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で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 本 発 明 を 適 用 す る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 示 す も の で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は
ト レ ッ ド 部 、 ２ は サ イ ド ウ ォ ー ル 部 、 ３ は ビ ー ド 部 で あ る 。 左 右 一 対 の ビ ー ド 部 ３ ， ３ 間
に は カ ー カ ス 層 ４ が 装 架 さ れ て い る 。 カ ー カ ス 層 ４ の タ イ ヤ 幅 方 向 端 部 は ビ ー ド コ ア ５ の
廻 り に タ イ ヤ 内 側 か ら 外 側 へ 折 り 返 さ れ て い る 。 ト レ ッ ド 部 １ に お け る カ ー カ ス 層 ４ の 外
周 側 に は 複 数 層 の ベ ル ト 層 ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ビ ー ド 部 ３ に は 必 要 に 応 じ て カ ー
カ ス 層 ４ に 沿 う よ う に 複 数 層 の 補 強 層 ７ が 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ト レ ッ ド 部 １ に は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 複 数 本 の 主 溝 １ １ と 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 複
数 本 の ラ グ 溝 １ ２ と が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 主 溝 １ １ 及 び ラ グ 溝 １ ２ に よ っ て ト レ ッ ド
部 １ に 複 数 の ブ ロ ッ ク １ ３ が 区 画 さ れ て い る 。 即 ち 、 こ の 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 ト
レ ッ ド 部 １ の シ ョ ル ダ ー 領 域 に ラ グ 溝 １ ２ を 備 え 、 所 謂 シ ョ ル ダ ー オ ー プ ン ラ グ タ イ プ の
ブ ロ ッ ク パ タ ー ン を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
シ ョ ル ダ ー 領 域 の ラ グ 溝 １ ２ 内 に は 底 上 げ 部 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 底 上 げ 部 １ ４ は
ブ ロ ッ ク １ ３ の 挙 動 を 抑 え て 耐 偏 摩 耗 性 を 改 善 す る た め の も の で あ る 。 底 上 げ 部 １ ４ の 高
さ Ｈ は 、 ラ グ 溝 １ の 溝 深 さ Ｄ の ３ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る 。 こ の 高 さ Ｈ が 溝 深 さ Ｄ の ３ ０ ％ 未 満
で あ る と 耐 偏 摩 耗 性 の 改 善 効 果 が 不 足 し 、 逆 に ８ ０ ％ を 超 え る と シ ョ ル ダ ー オ ー プ ン ラ グ
タ イ プ の ブ ロ ッ ク パ タ ー ン で は な く な り 、 排 水 性 等 の タ イ ヤ 性 能 が 不 十 分 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 の よ う に ラ グ 溝 １ ２ 内 に 底 上 げ 部 １ ４ を 設 け た 場 合 、 制 駆 動 や コ ー ナ リ ン グ に よ る ブ
ロ ッ ク １ ３ の 捩 じ れ に 起 因 し て 底 上 げ 部 １ ４ に 応 力 が 集 中 し 、 そ の 結 果 と し て 、 ト レ ッ ド
ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク が 発 生 し 易 く な る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 底 上 げ 部 １ ４ に よ る
耐 偏 摩 耗 性 の 改 善 効 果 を 損 な う こ と な く 、 底 上 げ 部 １ ４ に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 す る た め
の 構 造 を 提 供 す る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 か ら な る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 示
し 、 図 １ の タ イ ヤ に お け る シ ョ ル ダ ー 領 域 の ブ ロ ッ ク を 拡 大 し て 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 各 底 上 げ 部 １ ４ に は ラ グ 溝 １ ２ の 長 さ 方 向 に 延 び る 少 な く
と も ２ 本 、 好 ま し く は ２ ～ ４ 本 の サ イ プ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 各 底 上 げ 部 １
４ に 少 な く と も ２ 本 の サ イ プ １ ５ を 設 け る こ と に よ り 、 耐 偏 摩 耗 性 を 向 上 し つ つ 、 底 上 げ
部 １ ４ に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る
こ と が で き る 。 な お 、 単 独 の サ イ プ １ ５ で は 応 力 集 中 を 緩 和 す る 作 用 が 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 各 底 上 げ 部 １ ４ に 配 さ れ る サ イ プ １ ５ の 溝 幅 の 総
和 は ラ グ 溝 １ ２ の 溝 幅 の ３ ０ ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ５ ～ ３ ０ ％ で あ る と 良 い 。 サ イ プ １
５ の 溝 幅 の 総 和 が ラ グ 溝 １ ２ の 溝 幅 の ３ ０ ％ を 超 え る と 耐 偏 摩 耗 性 の 改 善 効 果 が 不 十 分 に
な る 。 こ こ で 言 う ラ グ 溝 の 溝 幅 と は 、 底 上 げ 部 の 頂 点 （ 稜 線 部 ） の 位 置 で の 溝 幅 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 サ イ プ １ ５ の 深 さ ｄ １ 　 は 底 上 げ 部 １ ４ の 高 さ Ｈ の ２ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る こ と が 好 ま
し い 。 サ イ プ １ ５ の 深 さ ｄ １ 　 が 底 上 げ 部 １ ４ の 高 さ Ｈ の ２ ０ ％ 未 満 で あ る と 耐 ク ラ ッ ク
性 の 改 善 効 果 が 不 十 分 に な り 、 逆 に ８ ０ ％ を 超 え る と 耐 偏 摩 耗 性 の 改 善 効 果 が 不 十 分 に な
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
底 上 げ 部 １ ４ に サ イ プ １ ５ を 設 け る 場 合 、 こ れ ら サ イ プ １ ５ を ラ グ 溝 １ ２ の 中 心 線 に 対 し
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て 必 ず し も 対 称 に 配 置 す る 必 要 は な く 、 例 え ば 、 方 向 性 ト レ ッ ド パ タ ー ン に お い て は 特 に
ブ レ ー キ ン グ 時 の 捩 じ れ が 大 き く な る ブ ロ ッ ク 側 に サ イ プ １ ５ を 寄 せ て 配 置 し て も 良 い 。
ま た 、 サ イ プ １ ５ の 形 状 は 平 面 視 で 直 線 形 と す る 以 外 に ジ グ ザ グ 形 や 波 形 に し て も 良 い 。
更 に 、 サ イ プ 底 部 を 円 筒 状 に 成 形 し た り 、 サ イ プ 深 さ を 不 均 一 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 か ら な る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 示
し 、 図 １ の タ イ ヤ に お け る シ ョ ル ダ ー 領 域 の ブ ロ ッ ク を 拡 大 し て 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 各 ブ ロ ッ ク １ ３ に は 底 上 げ 部 １ ４ の 頂 点 （ 稜 線 部 ） に 臨 む
位 置 に 少 な く と も ２ 本 、 好 ま し く は ２ ～ ４ 本 の サ イ プ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に
各 ブ ロ ッ ク １ ３ の 底 上 げ 部 頂 点 に 臨 む 位 置 に 少 な く と も ２ 本 の サ イ プ １ ６ を 設 け る こ と に
よ り 、 耐 偏 摩 耗 性 を 向 上 し つ つ 、 底 上 げ 部 １ ４ に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド ゴ ム
の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 な お 、 単 独 の サ イ プ １ ６ で は 応 力
集 中 を 緩 和 す る 作 用 が 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 サ イ プ １ ６ の ト レ ッ ド 面 か ら の 深 さ ｄ ２ 　 は ラ グ
溝 １ ２ の 溝 深 さ Ｄ と 底 上 げ 部 １ ４ の 高 さ Ｈ と の 差 （ Ｄ － Ｈ ） の ５ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る こ と
が 好 ま し い 。 サ イ プ １ ６ の 深 さ ｄ ２ 　 が 上 記 差 （ Ｄ － Ｈ ） の ５ ０ ％ 未 満 で あ る と 耐 ク ラ ッ
ク 性 の 改 善 効 果 が 不 十 分 に な り 、 逆 に １ ０ ０ ％ を 超 え る と 耐 偏 摩 耗 性 の 改 善 効 果 が 不 十 分
に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 か ら な る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 示
し 、 図 １ の タ イ ヤ に お け る シ ョ ル ダ ー 領 域 の ブ ロ ッ ク を 拡 大 し て 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 各 ブ ロ ッ ク １ ３ に は 底 上 げ 部 １
４ の 頂 点 （ 稜 線 部 ） に 臨 む 位 置 に 少 な く と も ２ 本 、 好 ま し く は ２ ～ ４ 本 の サ イ プ １ ６ が 設
け ら れ て い る 。 こ れ に 加 え て 、 ラ グ 溝 １ ２ の 溝 幅 が 底 上 げ 部 １ ４ の 頂 点 （ 稜 線 部 ） の 位 置
で 最 大 と な る よ う に ラ グ 溝 １ ２ の ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 は ８ ０ ～ ９ ０ ° の 範 囲 で 連
続 的 に 変 化 し て い る 。 つ ま り 、 こ の ラ グ 溝 １ ２ は 基 準 と な る 溝 壁 角 度 α を 最 小 値 と し 、 底
上 げ 部 １ ４ の 頂 点 の 位 置 で の 溝 壁 角 度 β を 最 大 値 と し 、 こ れ ら 溝 壁 角 度 α ， β が ８ ０ ～ ９
０ ° の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う に ラ グ 溝 １ ２ の 溝 幅 が 底 上 げ 部 頂 点 の 位 置 で 最 大
と な る よ う に ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 を ８ ０ ～ ９ ０ ° の 範 囲 で 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ
と に よ り 、 耐 偏 摩 耗 性 を 向 上 し つ つ 、 底 上 げ 部 １ ４ に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ ッ ド
ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 底 上 げ 部 １ ４ と ブ ロ ッ
ク １ ３ と の 接 合 長 さ が 長 く な る た め 、 耐 ク ラ ッ ク 性 が 良 好 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 述 し た 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 各 ブ ロ ッ ク １ ３ の 底 上 げ 部 頂 点 に 臨 む 位 置
に ２ 本 の サ イ プ １ ６ を 設 け て い る が 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う な 多 段 の 底 上 げ 部 １ ４ を 形
成 す る 場 合 に は 、 各 ブ ロ ッ ク １ ３ の 底 上 げ 部 頂 点 に 臨 む 位 置 に ３ 本 又 は そ れ 以 上 の サ イ プ
１ ６ を 設 け る よ う に す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 実 施 例 】
タ イ ヤ サ イ ズ ３ １ ５ ／ ８ ０ Ｒ ２ ２ ． ５ で 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に
延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ 溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用
空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ 部 を 備 え た 従 来 例 １ 、 比 較 例 １ 及 び 実 施 例 １
～ ６ を そ れ ぞ れ 製 作 し た 。 比 較 例 １ 及 び 実 施 例 １ ～ ６ は 、 各 底 上 げ 部 に ラ グ 溝 の 長 さ 方 向
に 延 び る サ イ プ を 設 け 、 表 １ に 示 す よ う に 、 各 底 上 げ 部 に お け る サ イ プ の 本 数 （ 「 サ イ プ
の 本 数 」 に て 表 示 ） 、 ラ グ 溝 の 溝 幅 に 対 す る 各 底 上 げ 部 に 配 さ れ る サ イ プ の 溝 幅 の 総 和 の
比 率 （ 「 サ イ プ の 溝 幅 比 率 」 に て 表 示 ） 、 底 上 げ 部 の 高 さ に 対 す る サ イ プ の 深 さ の 比 率 （
「 サ イ プ の 深 さ 比 率 」 に て 表 示 ） 、 ラ グ 溝 の 溝 深 さ に 対 す る 底 上 げ 部 の 高 さ の 比 率 （ 「 底
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上 げ 部 の 高 さ 比 率 」 に て 表 示 ） を 種 々 異 な ら せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ ら 試 験 タ イ ヤ に つ い て 、 下 記 の 測 定 条 件 で 、 耐 偏 摩 耗 性 、 耐 ク ラ ッ ク 性 を 評 価 し 、 そ
の 結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
耐 偏 摩 耗 性 ：
試 験 タ イ ヤ を 空 気 圧 ８ ３ ０ ｋ Ｐ ａ に て 車 両 に 装 着 し 、 舗 装 路 を １ ５ 万 ｋ ｍ 走 行 し た 後 、 ヒ
ー ル ア ン ド ト ウ 摩 耗 量 を 測 定 し た 。 評 価 結 果 は 、 測 定 値 の 逆 数 を 用 い 、 従 来 例 １ を １ ０ ０
と す る 指 数 に て 示 し た 。 こ の 指 数 値 が 大 き い ほ ど 耐 偏 摩 耗 性 が 優 れ て い る こ と を 意 味 す る
。 な お 、 従 来 例 １ に 比 べ て － ５ ポ イ ン ト ま で を 許 容 範 囲 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
耐 ク ラ ッ ク 性 ：
試 験 タ イ ヤ を 空 気 圧 ８ ３ ０ ｋ Ｐ ａ に て 車 両 に 装 着 し 、 舗 装 路 を 走 行 し 、 グ ル ー ブ ク ラ ッ ク
が 発 生 し た 時 点 で の 実 車 走 行 距 離 を 測 定 し た 。 評 価 結 果 は 、 従 来 例 １ を １ ０ ０ と す る 指 数
に て 示 し た 。 こ の 指 数 値 が 大 き い ほ ど 耐 ク ラ ッ ク 性 が 優 れ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 表 １ か ら 判 る よ う に 、 実 施 例 １ ～ ６ は い ず れ も 耐 偏 摩 耗 性 を 維 持 し つ つ 耐 ク ラ ッ ク 性
に 優 れ て い た 。 一 方 、 比 較 例 １ で は 耐 ク ラ ッ ク 性 の 改 善 効 果 が 殆 ど 見 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 タ イ ヤ サ イ ズ ３ １ ５ ／ ８ ０ Ｒ ２ ２ ． ５ で 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅
方 向 に 延 び る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ 溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重
荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ 部 を 備 え た 従 来 例 ２ 、 比 較 例 ２ 及 び 実
施 例 ７ ～ １ ２ を そ れ ぞ れ 製 作 し た 。 比 較 例 ２ 及 び 実 施 例 ７ ～ １ ２ は 、 各 ブ ロ ッ ク の 底 上 げ
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部 頂 点 に 臨 む 位 置 に サ イ プ を 設 け 、 表 ２ に 示 す よ う に 、 各 ブ ロ ッ ク の 底 上 げ 部 頂 点 に 臨 む
位 置 に お け る サ イ プ の 本 数 （ 「 エ ッ ジ サ イ プ の 本 数 」 に て 表 示 ） 、 ラ グ 溝 の 溝 深 さ と 底 上
げ 部 の 高 さ と の 差 に 対 す る サ イ プ の ト レ ッ ド 面 か ら の 深 さ の 比 率 （ 「 エ ッ ジ サ イ プ の 深 さ
比 率 」 に て 表 示 ） 、 ラ グ 溝 の 溝 深 さ に 対 す る 底 上 げ 部 の 高 さ の 比 率 （ 「 底 上 げ 部 の 高 さ 比
率 」 に て 表 示 ） を 種 々 異 な ら せ た も の で あ る 。 ま た 、 従 来 例 ２ 、 比 較 例 ２ 及 び 実 施 例 ７ ～
１ ０ は ラ グ 溝 の ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 （ 「 ラ グ 溝 の 溝 壁 角 度 」 に て 表 示 ） を 一 定 に
し た も の で あ る が 、 実 施 例 １ １ ， １ ２ は ラ グ 溝 の 溝 幅 が 底 上 げ 部 頂 点 の 位 置 で 最 大 と な る
よ う に 該 ラ グ 溝 の ト レ ッ ド 面 に 対 す る 溝 壁 角 度 を 連 続 的 に 変 化 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ れ ら 試 験 タ イ ヤ に つ い て 、 上 述 の 測 定 条 件 で 、 耐 偏 摩 耗 性 、 耐 ク ラ ッ ク 性 を 評 価 し 、 そ
の 結 果 を 表 ２ に 併 せ て 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 表 ２ か ら 判 る よ う に 、 実 施 例 ７ ～ １ ２ は い ず れ も 耐 偏 摩 耗 性 を 維 持 し つ つ 耐 ク ラ ッ ク
性 に 優 れ て い た 。 一 方 、 比 較 例 ２ で は 耐 ク ラ ッ ク 性 の 改 善 効 果 が 殆 ど 見 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 ト レ ッ ド 部 の シ ョ ル ダ ー 領 域 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び
る 複 数 本 の ラ グ 溝 を 設 け 、 こ れ ら ラ グ 溝 に よ っ て 複 数 の ブ ロ ッ ク を 区 画 し た 重 荷 重 用 空 気
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入 り タ イ ヤ に お い て 、 ラ グ 溝 内 に 底 上 げ 部 を 設 け て 耐 偏 摩 耗 性 を 改 善 す る に 際 し 、 そ の 底
上 げ 部 の 近 傍 に 適 切 な 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 底 上 げ 部 に お け る 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 ト レ
ッ ド ゴ ム の 疲 労 に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 か ら な る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 示 し 、 （ ａ ） は
タ イ ヤ 周 方 向 に 隣 り 合 う ブ ロ ッ ク の 平 面 図 、 （ ｂ ） は そ の Ｘ － Ｘ 矢 視 断 面 図 、 （ ｃ ） は そ
の Ｙ － Ｙ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 か ら な る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 示 し 、 （ ａ ） は
タ イ ヤ 周 方 向 に 隣 り 合 う ブ ロ ッ ク の 平 面 図 、 （ ｂ ） は そ の Ｘ － Ｘ 矢 視 断 面 図 、 （ ｃ ） は そ
の Ｙ － Ｙ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 か ら な る 重 荷 重 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 示 し 、 （ ａ ） は
タ イ ヤ 周 方 向 に 隣 り 合 う ブ ロ ッ ク の 平 面 図 、 （ ｂ ） は そ の Ｘ － Ｘ 矢 視 断 面 図 、 （ ｃ ） は そ
の Ｙ － Ｙ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ト レ ッ ド 部
２ 　 サ イ ド ウ ォ ー ル 部
３ 　 ビ ー ド 部
４ 　 カ ー カ ス 層
５ 　 ビ ー ド コ ア
６ 　 ベ ル ト 層
７ 　 補 強 層
１ １ 　 主 溝
１ ２ 　 ラ グ 溝
１ ３ 　 ブ ロ ッ ク
１ ４ 　 底 上 げ 部
１ ５ ， １ ６ 　 サ イ プ
Ｄ 　 ラ グ 溝 の 溝 深 さ
Ｈ 　 底 上 げ 部 の 高 さ
ｄ １ 　 ， ｄ ２ 　 　 サ イ プ の 深 さ
α ， β 　 ラ グ 溝 の 溝 壁 角 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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